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●自由保育参観
12月に自由保育参観が予定されています。ゆりかご通信４月号でお知らせしましたとお

り、今年度より「音楽会」ではなく、この自由保育参観の中で、様々な活動の一つとし
て、「音楽あそび」をご覧頂きます。

子ども達は、４月から日々の保育の中で歌や楽器にふれ、親しんで参りますが、昨年
まで行っていた「音楽会」となると、どうしても「発表」の意識が強くなりすぎ、「音
楽に親しみ、歌を歌ったり簡単なリズム楽器を使ったりなどする楽しさを味わう。」
（幼稚園教育要領「表現」より）という幼児期の「ねらい」から逸れてしまう傾向もあ
りました。そこで、普段、歌やリズム、楽器に親しむ機会をより大切にしながら、自由
保育参観では日常の積み重ねを、より自然な形でご覧頂きたいと思います。

また、「表現」としての「音楽あそび」だけでなく、「生活や遊び」等を通して、
様々な面におけるお子様の成長やクラスの様子もご覧頂けることと思います。

平日ということでご不便をお掛け致しますが、どうぞご理解を頂きますようお願い申
し上げます。

●「公開保育と幼児教育研究協議会(10/27）」より
１１月号の事務連絡でご紹介しましたとおり、10/27に、本園にて東京都教育庁主催の

「公開保育と幼児教育研究協議会」が開催されました。幼稚園・小学校・大学の教諭、
保育園の保育士や、行政の方など７８名が参加され、保育をご覧になり、本園教諭の発
表に基づき、研究協議が行われました。

協議主題は、教育方針に掲げている「自然と関わりながら」と「子どもの主体性」に
焦点をあて、「自然の恵みを遊びや生活に取り入れようとする気持ちを育てるための環
境構成と教師の関わりについて」と致しました。

当日、参加者にお配りした資料の抜粋を、本日添付致しましたので、どうぞご一読頂
けましたら幸いです。

幼稚園では、日常の子ども達の「遊び・生活・活動」の様子を、幼稚園教育要領で定
められている５つの領域「健康、人間関係、環境、言葉、表現」、更には本年の教育要
領改訂で示された「幼児期の終わりまでに育ってほしい１０の姿（※参照）」等の発達
的側面から、指導計画を立てて参ります。 本日お渡しした資料にありますように、学
年毎のエピソードから、様々な発達を見いだすことができます。ご参加頂いた先生方に
も保育の様子を十分にご理解頂き、たくさんの励ましや有り難いご意見を頂きました。

今回の取り組みやご意見を励みに、子ども達のよりよい成長のため、更に保育を深め
ていきたいと思います。

※「幼児期の終わりまでに育ってほしい１０の姿」（新幼稚園教育要領から）
１．健康な心と体 ２．自立心 ３．協同性 ４．道徳性・規範意識の芽生え
５．社会生活との関わり ６．思考力の芽生え ７．自然との関わり・生命尊重
８．数量・図形、文字等への関心・感覚 ９．言葉による伝え合い
１０｡豊かな感性と表現

●マラソン
朝晩の冷え込みを感じるようになりました。毎朝の外遊びの中で、マラソンもはじま

りました。園庭の芝生グランドの周りを音楽に合わせて走ります。速く走ることでは無
く、最後まで止まらずにマイペースに走ることを目標にしています。

子どもは風の子。寒いからといって室内で縮こまるのでなく、外で遊んだり走り回っ
たりすることで、体が温まり、爽快感を与えます。みんなで一緒に走ることで気持ちの
上で一体感も与えてくれます。

秋祭り「ゆりかごの自然で思い切り遊ぼう！」
今年度の秋祭りは、ランチタイムを設けて、昼食後にゆっくりとコーナーを回って楽し

んで頂くように致しました。各コーナーや発表では、保護者の方々が主体となって、楽し
みながら参加して頂いている様子が見られ、大変嬉しく思いました。大勢の保護者の皆さ
まや地域、関係者の皆さまのご協力によって、子ども達の素敵な笑顔が見られたこと、心
より感謝申し上げます。

いもほり会
昨年からお世話になっている西片倉の中西さんの芋畑。何十年にもわたり米糠などの堆

肥で作られてきた有機土壌には、元気なサツマイモが育ち、子ども達も大きなお芋を手に
して大喜びでした。年少・年中さんは園バスで、年長さんは歩いていきましたが、遠くま
で広がる畑の道を歩きながら、様々な野菜に出会い、心も身体も充実したいもほり会でし
た。ツル切りなどの準備も含め、お手伝い頂きましたお父様、ありがとうございました。

やきいも会
キャンプファイヤーサークルに木材を１時間３０分程燃やし、炭状のおき火ができたと

ころで全園児の芋をのせ、落ち葉やススキをかけ、保温性を高めて蒸し焼きに･･･。
園児も薪拾いやススキを運ぶのを手伝いました。３０分ほどで焼き上がり。大たき火から
いもを取り出す様子を子ども達も真剣に見守りました。「ベニハルカ」という品種。
今年も甘くて美味しい焼きいもをいただくことができました！秋の恵みに感謝。



年長 お米づくり もみすり～精米～おにぎりパーティー
千歯こきの脱穀、すり鉢とボールのもみすり、ビンと棒での精米を経て、ようやく白米

になりました！地道な活動ですが、子ども達も意欲的に関わりながら一粒一粒の丁寧に楽
しみながら行っていました。機械を極力使わないで、手作業、或いは伝統的な農耕具を使
っておこなってきました。シンプルな構造、作業が一番子どもに伝わりやすいものです。

その後の「おにぎりパーティー」は、お米を自分たちでといで、釜戸で炊きました。炊
きあがったご飯を握り、お味噌汁を作って美味しく頂きました。７ヶ月間にわたる稲作､､､
よくがんばりました！！

★米作りには日本の伝統文化、特に食や自然に対する素晴らしい考え方が沢山つまっています。
例えば、「いただきます」の精神を体験を通して理解することが出来ます。「様々な命に感謝し、自然の恵
みに感謝し、作ってくださった方、お世話になった方々に感謝し、いただきます。」 一粒を育てる大変
さを、子ども達のその手が知っています。一粒も残さないように、おいしく頂きました！

年中 クッキング すいとん
育てた小麦ですいとんを作りました。畑の野菜も入れて、具だくさんのやさしい味の

すいとんができあがりました。きっと味覚とともに心の中にずっと残ることでしょう。

年長 勤労感謝訪問 スーパーアルプス
日頃の感謝の気持ちを伝えに、また食育体験教室を兼ねてアルプスに出掛けました。

インストラクターさんから食に関する様々な話を聞き、実際に買い物体験をして知識を深
めました。

年長 高尾山遠足
3回の延期となりましたが、年長さんについては最後の高尾山遠足ということもあり、ど

うしても登らせてあげたいという思いから、平常保育の中で決行しました。１１月に入り、
紅葉シーズンが近づいてきたこともあって、団体よりも一般の方が多くいらっしゃいまし
たが、そうした方々と挨拶を交わし、励まされながら登ることができました。

ここまでの延期は開園以来初めてですが、３年間の目標地点に到達でき、本当によかっ
たです！みんなよく頑張りました！ 保護者の皆さまには、お迎えなどのご協力を頂き、
有り難うございました。

年長 ムササビ教室
幼稚園の森の広場に遊びに来るムササビに興味を持っている年長さん。森の広場で、ム

ササビが食べた形跡の葉を見つけたり、設置してある巣箱を観察したり､､､。そこで、ムサ
サビ博士の岡崎先生にお越し頂き、ムササビについてもっと詳しく教えて頂くことにしま
した。先生の研究室のムササビも実際に見せて頂き、そのかわいさに年長さんも一層愛着
がわきました。ムササビ教室の中では質問を考えてきて岡崎先生に聞いてみたり、事後学
習では、わかったことをクラスで話し合ってポスターにまとめたりしながら、年長のこの
時期に必要とされている「主体的・対話的で深い学び」の様子が見られました。これから
も森の広場のムササビの巣箱を観察しながら、棲みやすい環境を整えていきます。

年少さんから勤労感謝のプレゼント バスの先生や畑の新野さんに年少さんから、
日頃の感謝の気持ちを込めて、手作りのプレゼントをお渡ししました！

日野 多摩平幼稚園さん来園
普段の保育の中で、日野の多摩平幼稚園の

お友達が遊びに来てくれました。サッカーの
交流でも仲良くさせて頂いています。
一緒に遊んで仲良くなりました！


